
教科名 科目名 単位数 レポート枚数 開講時数 必要面接時数 

地理歴史 地理総合 ２（前後期とも） ６ ６ ３ 

◇科目の目標 

社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広

い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な

形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。 

◇科目の概要（目標の詳細） 

さまざまな地理的学習をとおして、以下の力を身につける。①情報を調べ、まとめる力。②地理的

な課題解決に向けて構想し、他者に説明し、他者と議論する力。③日本国民としての自覚、世界の

諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さを自覚する力。 

◇学習の進め方 

スクーリングではレポート各回のポイントを整理する。その後レポートを作成することが望まし

い。 

◇履修にあたっての留意点 

①計画的な学習をすること。②レポートは、完成度が低かったり、空欄がある場合は再提出となる

場合がある。 

◇スクーリング計画 

回数 開講月日 レポ番号 授 業 内 容 教科書 ﾍﾟｰｼﾞ 

１ 
5月 3, 4日 

10月 25,26日 
1 

地図や地理情報システムでとらえる現代世

界（緯度・経度、地図、地図記号等） 
P 7～P 52 

２ 
5月 10,11日 

11月 1, 2日 
2 

国際理解と国際協力（１） 

（文化の地域性と多様性、世界の気候等） 
P 53～P 85 

３ 
 5月 24,25日 

11月 8, 9日 
3 

国際理解と国際協力（２） 

（産業、Global Report、地球環境問題等） 
P 86～P 125 

４ 
6月 21,22日 

12月 6, 7日 
4 

国際理解と国際協力（３） 

(資源エネルギー問題、人口問題、食料問題等) 
P 126～P 141 

５ 
 7月 5, 6日 

12月 13,14日 
5 

国際理解と国際協力（４）(居住・都市問題、民

族問題、持続可能な社会の実現をめざして等)  
P 142～P 172 

６ 
7月 12,13日 

12月 27,28日 
6 持続可能な地域づくりと私たち（防災等）    P 173～P 204 

 

◇テスト範囲（前後期共通） 

中間テスト レポート NO.1～NO.3 期末テスト レポート NO.4～NO.6 

 

◇成績評価の方法 

成績はテスト、レポート、面接出席状況等から総合的に評価します。 

観点別評価の「知識・技能」は主としてテストによる学習の定着度から評価します。よく学習して

いるものはＡ、合格の基準を超えたものはＢ、不合格の時はＣとします。 

「思考・判断・表現」は６通のレポートの取り組みを総合して評価します。レポートの表現課題ま

ですべてをしっかり取り組んだものはＡ、合格基準を超えたものはＢ、不合格の時はＣとします。

「主体的に学習に取り組む態度」はスクーリングの出席状況と学習態度を合わせて評価します。出

席状況がよく、積極的に学習に取り組んだものはＡ、合格基準を超えたものはＢ、合格基準を超え

ない時はＣとします。  

 

教科書  『 地理総合 』東京書籍 

        『 新詳高等地図 』帝国書院 



教科名 科目名 単位数 レポート枚数 開講時数 必要面接時数 

地歴 歴史総合 
前期２単位 

後期２単位 
６ ６ ３ 

◇ 科目の目標 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追求、解決しようとする

態度を養う 

◇ 科目の概要 

近代から現代まで、日本と世界を関連づけながら、出来事・文化・社会状況などを時系列で学んでゆく 

◇ 学習の進め方 

報告課題を柱に、適宜必要な資料を提供し、それぞれの事象の歴史的な意義を検証しながら進める 

◇ 履修にあたっての留意点 

知識の寄せ集めにならないよう、有機的・立体的な歴史イメージを形成するよう留意する 

◇ スクーリング計画 

回数 開講月日 レポNo. 授 業 内 容 教科書 ﾍﾟｰｼ  ゙

１ 
４/２６・２７ 

10/１１・１２ 
１ 

江戸時代の日本と結び付く世界 

欧米で生まれる国民国家 
19～44 

２ 
5/１０・１１ 

10/1９・２０ 
２ 産業革命による欧米とアジアの変化 

39～40 

４７～６２ 

３ 
5/2４・2５ 

11/８・９ 
３ 

日本における近代国家の形成 

帝国主義の影響と日本を含めた東アジアの変化 
６３～8０ 

４ 
6/２８・２９ 

１２/６・７ 
４ 

第１次世界大戦とその影響 

大衆社会の形成と社会運動 
93～1１6 

５ 
7/５・６ 

12/２０・２１ 
５ 

揺らぐ国際秩序と日本の行方 

第二次世界大戦とその影響 
12１～146 

６ 
7/１９・2０ 

1/1０・1１ 
６ 

第二次世界大戦とその影響 

冷戦で揺れる世界と日本 

多極化する世界 

14１～19８ 

◇ テスト範囲（前後期共通） 

中 間 レポートＮＯ.１ ～ ３ 期 末 レポートＮＯ.４ ～ ６ 

◇ 成績評価の方法 

成績はテスト、レポート、面接出席状況等から総合的に評価します。 

観点別評価の「知識・技能」は主としてテストによる学習の定着度から評価します。よく学習しているものはＡ、合格の基

準を超えたものはＢ、不合格の時はＣとします。 

「思考・判断・表現」は６通のレポートの取り組みを総合して評価します。レポートの表現課題まですべてをしっかり取り組

んだものはＡ、合格基準を超えたものはＢ、不合格の時はＣとします。「主体的に学習に取り組む態度」はスクーリングの

出席状況と学習態度を合わせて評価します。出席状況がよく、積極的に学習に取り組んだものはＡ、合格基準を超えた

ものはＢ、合格基準を超えない時はＣとします。 

◇ 使用教科書  『 明解 歴史総合 』 帝国書院 



教科名 科目名 単位数 レポート枚数 開講時数 必要面接時数 

地 歴 日本史探究① 前期２単位 ６ ６ ３ 

 

◇ 科目の目標 

我が国の歴史の展開について総合的な理解を深め、各時代の展開に関わる概念等を活用して多面的・多角的に

考察し、歴史に見られる課題を把握し、地域や日本、世界の歴史の関わりを踏まえ、現代の日本の諸課題とそ

の展望を探究する力を養う。 

◇ 科目の概要 

古代国家の形成から江戸時代中期までを、国際環境と関連付けて学習する。 

◇ 学習の進め方 

面接（スクーリング）で学習し、報告課題（レポート）を仕上げることが望ましい。そして、各レポートの最

後のまとめはていねいに取り組むこと。 

◇ 履修にあたっての留意点 

①計画的な学習をすること。②レポートは、完成度が低かったり、空欄がある場合は再提出となる場合がある。 

 

◇ スクーリング計画 

回数 開講月日 レポNo. 授 業 内 容 教科書 ﾍﾟｰｼﾞ 

１ 4/26・27 １ 原始～律令国家の形成 8～ 40 

２ 5/10・11 ２ 奈良・平安時代（摂関政治～平氏政権） 41～ 79 

３ 5/24・25 ３ 鎌倉時代 80～ 97 

４ 6/28・29 ４ 室町時代 98～122 

５ 7/13・14 ５ 織豊政権～江戸時代初期 124～144 

６ 7/19・20 ６ 江戸時代中期 145～165 

◇ テスト範囲 

前 期 中 間 レポートＮＯ.１ ～ ３ 前 期 期 末 レポートＮＯ.４ ～ ６ 

 

◇ 成績評価の方法 

成績はテスト、レポート、面接出席状況等から総合的に評価します。 

観点別評価の「知識・技能」は主としてテストによる学習の定着度から評価します。よく学習しているものは

Ａ、合格の基準を超えたものはＢ、不合格の時はＣとします。 

「思考・判断・表現」は６通のレポートの取り組みを総合して評価します。レポートの表現課題まですべてを

しっかり取り組んだものはＡ、合格基準を超えたものはＢ、不合格の時はＣとします。 

「主体的に学習に取り組む態度」はスクーリングの出席状況と学習態度を合わせて評価します。出席状況がよ

く、積極的に学習に取り組んだものはＡ、合格基準を超えたものはＢ、合格基準を超えない時はＣとします。 

◇ 使用教科書  『 日本史探究 』 東京書籍 

 

 

 

 

 



教科名 科目名 単位数 レポート枚数 開講時数 必要面接時数 

地 歴 日本史探究② 後期２単位 ６ ６ ３ 

 

◇ 科目の目標 

我が国の歴史の展開について総合的な理解を深め、各時代の展開に関わる概念等を活用して多面的・多角的に

考察し、歴史に見られる課題を把握し、地域や日本、世界の歴史の関わりを踏まえ、現代の日本の諸課題とそ

の展望を探究する力を養う。 

◇ 科目の概要 

江戸時代後期から現代までを、国際環境と関連付けて学習する。 

◇ 学習の進め方 

面接（スクーリング）で学習し、報告課題（レポート）を仕上げることが望ましい。そして、各レポートの最

後のまとめはていねいに取り組むこと。 

◇ 履修にあたっての留意点 

①計画的な学習をすること。②レポートは、完成度が低かったり、空欄がある場合は再提出となる場合がある。 

 

◇ スクーリング計画 

回数 開講月日 レポNo. 授 業 内 容 教科書 ﾍﾟｰｼﾞ 

１ 10/11・12 １ 江戸時代後期 166～186 

２  10/19・20 ２ 開国と明治維新 187～197 

３  11/ 1・ 2 ３ 明治時代～日清戦争 204～225 

４  12/13・14 ４ 日露戦争～両大戦間期 226～253 

５  12/27・28 ５ 太平洋戦争～敗戦、占領政策 254～275 

６   1/10・11 ６ 冷戦の始まり～現在 276～306 

 

◇ テスト範囲 

後 期 中 間 レポートＮＯ.１ ～ ３ 後 期 期 末 レポートＮＯ.４ ～ ６ 

 

◇ 成績評価の方法 

成績はテスト、レポート、面接出席状況等から総合的に評価します。 

観点別評価の「知識・技能」は主としてテストによる学習の定着度から評価します。よく学習しているものは

Ａ、合格の基準を超えたものはＢ、不合格の時はＣとします。 

「思考・判断・表現」は６通のレポートの取り組みを総合して評価します。レポートの表現課題まですべてを

しっかり取り組んだものはＡ、合格基準を超えたものはＢ、不合格の時はＣとします。 

「主体的に学習に取り組む態度」はスクーリングの出席状況と学習態度を合わせて評価します。出席状況がよ

く、積極的に学習に取り組んだものはＡ、合格基準を超えたものはＢ、合格基準を超えない時はＣとします。 

◇ 使用教科書  『 日本史探究 』 東京書籍 

 

 

 

 

 

 



教科名 科目名 単位数 レポート枚数 開講時数 必要面接時数 

地歴 地理探究① ２単位（前期） ６ ６ ３ 

 
◇ 科目の目標 

現代世界の地理的事象を系統地理的に、現代世界の諸地域について歴史的背景を踏まえて地誌的に
考察し、日本を含めた諸地域のこれまでの変容と現在の課題、将来像について考える。 

◇ 科目の概要 

世界の諸地域について理解を深めるため、自然環境、資源と産業、交通・通信についての知識や考え方
を学ぶ。 

◇ 学習の進め方 

スクーリングでは、レポート各回のポイントと発展的事項を解説する。スクーリングに出席した後レポートを
完成させることが望ましい。各レポートの最後のまとめは丁寧に取り組むこと。 

◇ 履修にあたっての留意点 

計画的な学習をすること。レポートは、空欄がある、間違いが多いなど、完成度が低いものは再提出となる
ことがある。 

◇ スクーリング計画 

回数 開講月日 
レポ

番号 
授 業 内 容 

教科書 

ページ 

１ 4／26,27 １ 地形 7～29 

２ 5／10,11 ２ 気候と生態系 30～41 

３ 5／17,18 ３ 世界各地の自然と生活 42～57 

４ 6／21,22 ４ 日本の自然環境と防災、地球環境問題 58～73 

５ 6／28,29 ５ 農林水産業、資源・エネルギー 74～103 

６ 7／19,20 ６ 工業、第３次産業、交通・通信 104～131 

◇ テスト範囲 

【中間】 レポート １～３ 【期末】 レポート ４～６ 

◇ 成績評価の方法 

成績はテストの点数、レポートの評価、面接出席時数を総合的に評価する。 
観点別評価の「知識・技能」は主としてテストによる学習の定着度から、よく学習しているものはＡ、合格の
基準を超えたものはＢ、不合格のときはＣとする。「思考・判断・表現」は 12 通のレポートの取り組みを総
合して、レポートの表現課題まですべてをしっかり取り組んだものはＡ、一定の努力が認められるものはＢ、
不合格のときはＣとする。「主体的に取り組む態度」はスクーリングの出席状況と学習態度を合わせて、出
席状況がよく、積極的に学習に取り組んだものはＡ、合格の基準を超えたものはＢ、合格基準を超えないと
きはＣとする。 

◇ 使用教科書  『地理探究』山川出版社  『新詳高等地図』帝国書院 

 



教科名 科目名 単位数 レポート枚数 開講時数 必要面接時数 

地歴 地理探究② ２単位（後期） ６ ６ ３ 

 
◇ 科目の目標 

現代世界の地理的事象を系統地理的に、現代世界の諸地域について歴史的背景を踏まえて地誌的に
考察し、日本を含めた諸地域のこれまでの変容と現在の課題、将来像について考える。 

◇ 科目の概要 

自然環境、資源と産業、人口と村落・都市、生活文化について学んだ知識や考え方を活かして、世界の諸
地域について理解を深める。 

◇ 学習の進め方 

スクーリングでは、レポート各回のポイントと発展的事項を解説する。スクーリングに出席した後レポートを
完成させることが望ましい。各レポートの最後のまとめは丁寧に取り組むこと。 

◇ 履修にあたっての留意点 

計画的な学習をすること。レポートは、空欄がある、間違いが多いなど、完成度が低いものは再提出となる
ことがある。 

◇ スクーリング計画 

回数 開講月日 
レポ

番号 
授 業 内 容 

教科書 

ページ 

１ 10／11，12 １ 貿易・観光、人口、村落・都市、生活文化と言語・宗教 132～177 

２ 10／19，20 ２ 国家とその領域、現代世界の地域区分、中国、朝鮮半島 178～213 

３ 11／ 8, 9 ３ 東南アジア、南アジア、西アジア・中央アジア 214～237 

４ 12／ 6, 7 ４ 北アフリカ・サブサハラアフリカ、ヨーロッパ 238～257 

５ 12／20,21 ５ ロシア、アングロアメリカ 258～271 

６ 1／10,11 ６ ラテンアメリカ、オセアニア、現代日本に求められる国土像 272～307 

◇ テスト範囲 

【中間】 レポート １～３ 【期末】 レポート ４～６ 

◇ 成績評価の方法 

成績はテストの点数、レポートの評価、面接出席時数を総合的に評価する。 
観点別評価の「知識・技能」は主としてテストによる学習の定着度から、よく学習しているものはＡ、合格の
基準を超えたものはＢ、不合格のときはＣとする。「思考・判断・表現」は 12 通のレポートの取り組みを総
合して、レポートの表現課題まですべてをしっかり取り組んだものはＡ、一定の努力が認められるものはＢ、
不合格のときはＣとする。「主体的に取り組む態度」はスクーリングの出席状況と学習態度を合わせて、出
席状況がよく、積極的に学習に取り組んだものはＡ、合格の基準を超えたものはＢ、合格基準を超えないと
きはＣとする。 

◇ 使用教科書  『地理探究』山川出版社  『新詳高等地図』帝国書院 

 



教科名 科目名 単位数 レポート枚数 開講時数 必要面接時数 

地歴 世界史探究① 前期２単位 ６ ６ ３ 

 

◇科目の目標 

「世界の歴史」を古代から近世まで全体的に学ぶ。 

◇科目の概要 

文明と地域世界の形成、諸地域世界の結合と変容、地球世界の形成などを学ぶ。 

◇学習の進め方 

面接指導を受けながら、レポートを完成させていく。 

◇履修にあたっての留意点 

教科書を熟読して大きく流れをつかむこと。 

◇スクーリング計画 

 
開講月日 

レポ

番号 
授 業 内 容 

教科書  

ﾍﾟｰｼﾞ 
レポート締切 

世 

界 

史 

探 

究 

５/３・４ 1 ・古代文明・西アジア・地中海周辺の歴史的特質 
6～20 

57～84 

提出   5/１２ 

合格   5/２１ 

5/１０・１１ 2 ・東アジアと中央ユーラシアの歴史的特質 21～45 合格   ６/４ 

5/2４・2５ 3 
・南アジア・東南アジアの歴史的特質 

・イスラムの誕生 

48～56 

93～109 
合格   ６/４ 

6/2１・2２ 4 
・ヨーロッパへ広がるキリスト教 

・ヨーロッパ封建社会の展開 

85～92 

110～121 
合格   7/７ 

６/２８・２９ 5 ・アジア諸地域の成熟 122～150 合格   ８/６ 

7/1３,1４ 6 ・ヨーロッパの進出 151～170 合格   8/６ 

◇テスト範囲 

《中間》      レポート NO.1～３ 《期末》      レポート NO.４～６ 

◇成績評価の方法 

成績はテスト、レポート、面接出席状況等から総合的に評価します。 

観点別評価の「知識・技能」は主としてテストによる学習の定着度から評価します。よく学習しているものはＡ、合格の

基準を超えたものはＢ、不合格の時はＣとします。 

「思考・判断・表現」は６通のレポートの取り組みを総合して評価します。レポートの表現課題まですべてをしっかり取

り組んだものはＡ、合格基準を超えたものはＢ、不合格の時はＣとします。「主体的に学習に取り組む態度」はスクーリ

ングの出席状況と学習態度を合わせて評価します。出席状況がよく、積極的に学習に取り組んだものはＡ、合格基準

を超えたものはＢ、合格基準を超えない時はＣとします。 

◇教科書  帝国書院『新詳世界史探究』（46・帝国・世探 703） 



教科名 科目名 単位数 レポート枚数 開講時数 必要面接時数 

地歴 世界史探究② 後期２単位 ６ ６ ３ 

 

◇科目の目標 

「世界の歴史」を近世から現代まで全体的に学ぶ。 

◇科目の概要 

文明と地域世界の形成、諸地域世界の結合と変容、地球世界の形成などを学ぶ。 

◇学習の進め方 

面接指導を受けながら、レポートを完成させていく。 

◇履修にあたっての留意点 

教科書を熟読して大きく流れをつかむこと。 

◇スクーリング計画 

 
開講月日 

レポ

番号 
授 業 内 容 

教科書  

ﾍﾟｰｼﾞ 
レポート締切 

世

界

史

探

究 

 

10/１１・１２ １ ・主権国家体制の成立と交易の拡大 171～205 
提出  10/2７ 

合格  1１/５ 

10/1９・２０ ２ ・イギリスの覇権と欧米の国民国家の建設 206～242 合格  11/1９ 

1１/１・2 ３ ・世界の一体化の完成とその影響 243～267 合格  11/1９ 

1２/６・７ ４ ・世界大戦の時代 268～285 合格  12/２４ 

12/１３・１４ ５ 
・世界大戦の時代 

・戦後の国際秩序と冷戦 
286～311 合格   1/２１ 

1/1０・1１ ６ 
・冷戦の展開と平和の模索 

・グローバル化する国際経済とその課題 
312～349 合格   1/2１ 

◇テスト範囲 

《中間》      レポート NO.1～３ 《期末》      レポート NO.４～６ 

◇成績評価の方法 

成績はテスト、レポート、面接出席状況等から総合的に評価します。 

観点別評価の「知識・技能」は主としてテストによる学習の定着度から評価します。よく学習しているものはＡ、合格の

基準を超えたものはＢ、不合格の時はＣとします。 

「思考・判断・表現」は６通のレポートの取り組みを総合して評価します。レポートの表現課題まですべてをしっかり取

り組んだものはＡ、合格基準を超えたものはＢ、不合格の時はＣとします。「主体的に学習に取り組む態度」はスクーリ

ングの出席状況と学習態度を合わせて評価します。出席状況がよく、積極的に学習に取り組んだものはＡ、合格基準

を超えたものはＢ、合格基準を超えない時はＣとします。 

◇教科書  帝国書院『新詳世界史探究』（46・帝国・世探 703） 

 

 

 

 

 



教科名 科目名 単位数 レポート枚数 開講時数 必要面接時数 

公民 公共 ２単位（前・後） ６ ６ ３ 

 
◇ 科目の目標 

人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせて現代の諸課題を追究したり考察したりする活動
を通して、よりよい社会の実現のため広い視野に立ち、主体的に生きる態度を養う。 

◇ 科目の概要 

倫理、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）を学び、社会的事象や課題解決のため
の選択・判断に活かす力につなげる。 

◇ 学習の進め方 

スクーリングでは、レポート各回のポイントと発展的事項を解説する。スクーリングに出席した後レポートを
完成させることが望ましい。各レポートの最後のまとめは丁寧に取り組むこと。 

◇ 履修にあたっての留意点 

計画的な学習をすること。レポートは、空欄がある、間違いが多いなど、完成度が低いものは再提出となる
ことがある。 

◇ スクーリング計画 

回数 開講月日 
レポ

番号 
授 業 内 容 

教科書 

ページ 

１ 
5/ 3, 4 

10/19,20 
１ 

社会を作る私たち、人間としてよく生きる、他者とともに
生きる、民主社会の倫理、民主国家における基本原理 

8～47 

２ 
5/17,18 

11/1,2 
２ 世界の主な政治制度、日本国憲法の基本的性格 48～69 

３ 
5/24,25 

11/ 2, 3 
３ 平和主義、日本の政治機構と政治参加 70～99 

４ 
6/21,22 

11/8,9 
４ 現代の経済社会 102～131 

５ 
7/ 5,6 

12/6,7 
５ 日本経済の特質と国民生活 132～165 

６ 
7/19,20 

12/20,21 
６ 

国際政治の動向と課題、国際経済の動向と課題、発展
途上国の課題 

168～197 

◇ テスト範囲 

【中間】 レポート １～３ 【期末】 レポート ４～６ 

◇ 成績評価の方法 

成績はテストの点数、レポートの評価、面接出席時数を総合的に評価します。 
観点別評価の「知識・技能」は主としてテストによる学習の定着度から評価します。よく学習しているもの
はＡ、合格の基準を超えたものはＢ、不合格のときはＣとします。 
「思考・判断・表現」は６通のレポートの取り組みを総合して評価します。レポートの表現課題まですべてを
しっかり取り組んだものはＡ、一定の努力が認められるものはＢ、不合格のときはＣとします。 
「主体的に取り組む態度」はスクーリングの出席状況と学習態度を合わせて評価します。出席状況がよ
く、積極的に学習に取り組んだものはＡ、合格の基準を超えたものはＢ、合格基準を超えないときはＣとしま
す。 

◇ 使用教科書   『公共 新訂版』 実教出版  


